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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機と、第一冷却器と、前記圧縮機から圧送された冷媒を前記第一冷却器へ流す高温
側冷媒流路と、前記第一冷却器より高い温度に冷却される第二冷却器と、前記圧縮機から
圧送された冷媒を前記第一冷却器と前記第二冷却器に切り替えて流す第一切替弁とを有す
る冷凍サイクルと、
　前記第一冷却器で冷却された冷気が供給される貯蔵室が形成された断熱箱体とを備えた
冷蔵庫において、
　前記冷凍サイクルは、前記高温側冷媒流路から分岐し、冷媒が前記第一冷却器の下部か
ら上部に向かって流れるように前記第一冷却器に接触させて設けられた除霜パイプを備え
、前記除霜パイプの下流側が前記第二冷却器の上流側に接続され、
　前記第一冷却器に冷媒を流す第一運転と、前記除霜パイプを介さずに前記第二冷却器に
冷媒を流す第二運転と、前記除霜パイプを介して前記第二冷却器に冷媒を流す第三運転と
を行い、
　前記高温側冷媒流路は、冷媒の熱を外部へ放熱する第一放熱手段と、前記第一放熱手段
の下流側に設けられ冷媒の熱を外部へ放熱する第二放熱手段と、前記第一放熱手段を流れ
た冷媒が流れ込み前記第二放熱手段と前記除霜パイプに切り替えて冷媒を流す第二切替弁
とを備える冷蔵庫。
【請求項２】
　前記第三運転において前記除霜パイプを流れる冷媒流量が、前記第二運転において前記
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第二冷却器を流れる冷媒流量以下である請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記第一冷却器の温度を検出する温度センサを備え、前記除霜パイプに冷媒を流し始め
てから所定時間経過後に前記温度センサの検出温度が所定温度以下であると、前記圧縮機
の運転周波数を上げる請求項１又は２に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　圧縮機と第一冷却器と前記圧縮機から圧送された冷媒を前記第一冷却器へ流す高温側冷
媒流路とを有する冷凍サイクルと、前記第一冷却器で冷却された冷気が供給される貯蔵室
が形成された断熱箱体とを備えた冷蔵庫において、
　前記冷凍サイクルは、前記高温側冷媒流路から分岐し、冷媒が前記第一冷却器の下部か
ら上部に向かって流れるように前記第一冷却器に接触させて設けられた除霜パイプを備え
、
　前記第一冷却器の温度を検出する温度センサを備え、前記除霜パイプに冷媒を流し始め
てから所定時間経過後に前記温度センサの検出温度が所定温度以下であると、前記圧縮機
の運転周波数を上げる冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の冷蔵庫では、冷凍サイクルを構成している冷却器が低温になると、冷却器の外面
に霜が付着するが、この冷却器への霜の付着により冷却器の冷却能力が低下することが知
られている。従って、冷却器に付着した霜を除去（除霜）することが、冷蔵庫の性能向上
に重要である。このため、冷却器の霜の除霜を行うために、冷却器には除霜用ヒータが設
けられ、この除霜用ヒータが、冷却器の霜を融解するようになっている。
【０００３】
　しかし、除霜ヒータによって霜を融解すると、ヒータを通電することになり電力消費量
を増加させる要因となる。そこで、下記特許文献１では、除霜時に圧縮機から吐出された
高温の冷媒を冷却器の付近に設けた第二凝縮器へ流し、冷媒の熱伝導により冷却器に付着
した霜を融解する冷蔵庫が提案されている。
【０００４】
　しかしながら、圧縮機から吐出された冷媒の熱によって霜を融解する場合、ヒータを用
いた除霜に比べて冷却器を高い温度に加熱することが難しく、除霜能力が不足するおそれ
がある。
【特許文献１】特開２０１３－１９５９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、圧縮機から吐出された冷媒の熱により効率的に冷却器に付着した霜を融解して
除霜能力を向上することができる冷蔵庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本実施形態の冷蔵庫は、圧縮機と、第一冷却器と、前記圧縮機から圧送された冷媒を前
記第一冷却器へ流す高温側冷媒流路と、前記第一冷却器より高い温度に冷却される第二冷
却器と、前記圧縮機から圧送された冷媒を前記第一冷却器と前記第二冷却器に切り替えて
流す第一切替弁とを有する冷凍サイクルと、前記第一冷却器で冷却された冷気が供給され
る貯蔵室が形成された断熱箱体とを備えた冷蔵庫において、前記冷凍サイクルは、前記高
温側冷媒流路から分岐し、冷媒が前記第一冷却器の下部から上部に向かって流れるように
前記第一冷却器に接触させて設けられた除霜パイプを備え、前記除霜パイプの下流側が前
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記第二冷却器の上流側に接続され、前記第一冷却器に冷媒を流す第一運転と、前記除霜パ
イプを介さずに前記第二冷却器に冷媒を流す第二運転と、前記除霜パイプを介して前記第
二冷却器に冷媒を流す第三運転とを行い、前記高温側冷媒流路は、冷媒の熱を外部へ放熱
する第一放熱手段と、前記第一放熱手段の下流側に設けられ冷媒の熱を外部へ放熱する第
二放熱手段と、前記第一放熱手段を流れた冷媒が流れ込み前記第二放熱手段と前記除霜パ
イプに切り替えて冷媒を流す第二切替弁とを備える。他の実施形態の冷蔵庫は、圧縮機と
第一冷却器と前記圧縮機から圧送された冷媒を前記第一冷却器へ流す高温側冷媒流路とを
有する冷凍サイクルと、前記第一冷却器で冷却された冷気が供給される貯蔵室が形成され
た断熱箱体とを備えた冷蔵庫において、前記冷凍サイクルは、前記高温側冷媒流路から分
岐し、冷媒が前記第一冷却器の下部から上部に向かって流れるように前記第一冷却器に接
触させて設けられた除霜パイプを備え、前記第一冷却器の温度を検出する温度センサを備
え、前記除霜パイプに冷媒を流し始めてから所定時間経過後に前記温度センサの検出温度
が所定温度以下であると、前記圧縮機の運転周波数を上げる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の一実施形態に係る冷蔵庫の断面図である。
【図２】図１の冷蔵庫の冷凍サイクルを示す図である。
【図３】図１の冷蔵庫の冷凍冷却器に設けられた除霜パイプを示す斜視図である。
【図４】図１の冷蔵庫の電気構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の変更例１に係る冷蔵庫の冷凍サイクルを示す図である。
【図６】本発明の変更例２に係る冷蔵庫の冷凍サイクルを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面に基づき本発明の一実施形態について説明する。
【０００９】
　本実施形態に係る冷蔵庫１は、図１に示すように、前面に開口する断熱箱体２を備える
。断熱箱体２は、鋼板製の外箱４と合成樹脂製の内箱６との間に形成された断熱空間に、
真空断熱材や発泡ウレタンなどの断熱材を有して構成されている。断熱箱体２の内部には
複数の貯蔵室が設けられており、具体的には、図１に示すように、上段から順に、冷蔵室
１０、野菜室１２が設けられ、その下方に製氷室（図示せず）と小冷凍室１４が左右に並
べて設けられ、これらの下方に冷凍室１６が設けられている。
【００１０】
　冷蔵室１０及び野菜室１２は、冷蔵温度帯（例えば、０～４℃）に冷却される貯蔵室で
ある。冷蔵室１０の前面開口部は、該開口部を幅方向に区分する観音開き式の左右一対の
断熱扉１０ａにより閉塞される。この断熱扉１０ａは、冷蔵庫本体の左右両側に設けたヒ
ンジ５により回動自在に枢支されている。冷蔵室１０の背面には、冷蔵室１０の庫内温度
を測定するための冷蔵温度センサ２４が設けられている。
【００１１】
　野菜室１２の前面開口部には、引出し式の断熱扉１２ａが設けられている。この断熱扉
１２ａの背面部には、貯蔵容器を構成する上下２段の収納ケース２２が連結されている。
【００１２】
　製氷室、小冷凍室１４、及び冷凍室１６は、いずれも冷凍温度帯（例えば、－２０～－
１０℃）に冷却される貯蔵室であり、野菜室１２と製氷室および小冷凍室１４との間は、
内部に断熱材が設けられた断熱仕切壁２８により上下に仕切られている。小冷凍室１４の
前面開口部には、引出し式の断熱扉１４ａが設けられており、その断熱扉１４ａの背面部
に貯蔵容器３０が連結されている。製氷室の前面開口部にも、図示はしないが、製氷容器
が連結された引出し式の断熱扉が設けられている。冷凍室１６の前面開口部にも、上下２
段の貯蔵容器３２が連結された引出し式の断熱扉１６ａが設けられている。また、冷凍室
１６の背面には、冷凍室１６の庫内温度を測定するための冷凍温度センサ２６が設けられ
ている。
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【００１３】
　断熱箱体２の冷蔵温度帯の貯蔵室（冷蔵室１０及び野菜室１２）の奥部には、冷蔵冷却
器室３６及びダクト３８が形成されている。冷蔵冷却器室３６の内部には、冷蔵冷却器５
２及び冷蔵ファン５３が設けられており、冷蔵ファン５３が、冷蔵冷却器５２で冷却した
冷蔵冷却器室３６内の空気をダクト３８を介して冷蔵室１０および野菜室１２に供給する
ことで、これらの貯蔵室を冷却する。
【００１４】
　冷蔵冷却器室３６には、冷蔵冷却器５２から発生した除霜水を受ける水受部３７が設け
られている。水受部３７で受けた除霜水は、排水ホースを介して、機械室３４内に設けら
れた不図示の蒸発皿に排水され、機械室３４内で発生する熱を受けて蒸発するようになっ
ている。
【００１５】
　断熱箱体２の冷凍温度帯の貯蔵室（製氷室、小冷凍室１４、冷凍室１６）の奥部には、
冷凍冷却器室４０及びダクト４４が設けられている。冷凍冷却器室４０の内部には、冷蔵
冷却器５２より低い温度に冷却される冷凍冷却器５４と冷凍ファン５５が設けられている
。冷凍冷却器室４０に設けられた冷凍ファン５５は、冷凍冷却器５４で冷却した冷凍冷却
器室４０内の空気をダクト４４を介して製氷室、小冷凍室１４、冷凍室１６に供給するこ
とで、これらの貯蔵室を冷却する。
【００１６】
　冷凍冷却器室４０には、冷凍冷却器５４から発生した除霜水を受ける水受部４１が冷凍
冷却器５４の下方に設けられている。水受部４１で受けた除霜水は、排水ホースを介して
、機械室３４内に設けられた不図示の蒸発皿に排水され、機械室３４内で発生する熱を受
けて蒸発するようになっている。
【００１７】
　図１に示すように、断熱箱体２の外箱４の外側、この例では、断熱箱体２の背面下端部
には、機械室３４が設けられている。この機械室３４内には、各貯蔵室を冷却する冷蔵冷
却器５２及び冷凍冷却器５４とともに冷凍サイクル５０を構成する圧縮機５６及び凝縮器
５８や、圧縮機５６及び凝縮器５８を冷却する冷却ファン５７等が配設されている。
【００１８】
　冷凍サイクル５０は、図２に示すように、高温高圧のガス状の冷媒を吐出する圧縮機５
６の吐出側から順番に、蒸発パイプ６０、凝縮器５８、放熱パイプ６４、及び第二切替弁
６５の入口側が接続されている。
【００１９】
　圧縮機５６は、運転周波数を変えることにより吐出する冷媒量を変更することができる
能力可変型の圧縮機であって、機械室３４の幅方向一方側に寄せて配置されている。機械
室３４の幅方向他方側には、機械室３４の前方を区画する前壁に沿って形成されたダクト
４２と、ダクト４２の内部に収納された凝縮器５８と、凝縮器５８の後方に位置する冷却
ファン５７と、蒸発皿の溜まった除霜水を加熱する蒸発パイプ６０が設けられている。そ
して、冷却ファン５７が回転すると、庫外の空気が、断熱箱体２の前方から断熱箱体２の
底面と冷蔵庫１の設置面との隙間を通って後方に流れ、機械室３４の下方に開口する吸込
口（不図示）からダクト４２を介して機械室３４へ取り込まれ、凝縮器５８及び圧縮機５
６及び蒸発パイプ６０へ送風されこれらを冷却する。
【００２０】
　放熱パイプ６４は、外箱４と接触するように断熱箱体２の断熱空間内に埋設され、庫外
空気と熱交換することで内部を流れる高温の液体冷媒を冷却するとともに、その凝縮熱に
より扉周囲の露付きを抑制している。
【００２１】
　第二切替弁６５は、三方弁からなり、一方の出口に防露パイプ６６、ドライヤ６８、及
び第一切替弁７０が配管によって順に接続され、他方の出口に後述する除霜パイプ８６及
びキャピラリーチューブからなる第二冷蔵減圧装置８８が配管接続されている。これによ
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り、第二切替弁６５は、放熱パイプ６４から流れ込んだ冷媒を、一方の出口に接続された
防露パイプ６６と、他方の出口に接続された除霜パイプ８６に切り替えて供給する。
【００２２】
　第二切替弁６５の一方の出口に接続された防露パイプ６６は、上記した蒸発パイプ６０
、凝縮器５８及び放熱パイプ６４とともに冷媒の熱を外部へ放熱する放熱手段として機能
するものであり、断熱箱体２に設けられた各貯蔵室１０，１２，１４，１６の前面開口部
の周縁部と接触するように断熱箱体２の断熱空間内に配設され、その凝縮熱により扉周囲
の露付きを抑制する。
【００２３】
　第一切替弁７０は、三方弁からなり、防露パイプ６６及びドライヤ６８を流れた冷媒が
流れ込むようになっている。第一切替弁７０の一方の出口には、キャピラリーチューブ等
の第一冷蔵減圧装置７２、冷蔵冷却器５２、冷蔵アキュムレータ７４および冷蔵サクショ
ンパイプ７６が、配管により順に接続されている。第一切替弁７０の他方の出口には、キ
ャピラリーチューブ等の冷凍減圧装置７８、冷凍冷却器５４、冷凍アキュムレータ８０、
冷凍サクションパイプ８２および逆止弁８４が配管により順に接続されている。これによ
り、第一切替弁７０は、防露パイプ６６及びドライヤ６８を通って流れ込んだ冷媒を、第
一冷蔵減圧装置７２を介して冷蔵冷却器５２と、冷凍減圧装置７８を介して冷凍冷却器５
４に切り替えて供給する。そして、逆止弁８４の出口側と冷蔵サクションパイプ７６の出
口側が一つになって圧縮機５６の吸入側に接続されている。
【００２４】
　冷蔵冷却器５２及び冷凍冷却器５４は、冷媒による冷却温度が、冷凍冷却器５４に比べ
て冷蔵冷却器５２において高い温度に設定されている点で相違するが基本的な冷却器の構
造は同じであり、いずれも幅方向両端でＵ字状に折り返され蛇行状に形成された冷媒パイ
プに多数のフィンを取り付け、蛇行状の冷媒パイプの左右両端部を端板で連結したフィン
チューブ型の冷却器からなる。各冷却器５２，５４には、冷却器の温度を検出する冷却器
温度センサ９０、９２が設けられている（図４参照）。
【００２５】
　第二切替弁６５の他方の出口に接続された除霜パイプ８６は、圧縮機５６で吐出された
後、第一冷蔵減圧装置７２又は第二冷蔵減圧装置８８で減圧される前の高温の液体冷媒が
流通する高温側冷媒流路から分岐する冷媒流路であり、高温の液体冷媒が冷凍冷却器５４
の下部から上部へ向かって流れるように冷凍冷却器５４に接触させて設けられている。
【００２６】
　具体的には、圧縮機５６の吐出側から第一冷蔵減圧装置７２又は第二冷蔵減圧装置８８
までに設けられた蒸発パイプ６０、凝縮器５８、放熱パイプ６４、第二切替弁６５、防露
パイプ６６、ドライヤ６８及び第一切替弁７０は、減圧装置７２で減圧される前の高温の
液体冷媒が流通する高温側冷媒流路の一部を構成し、放熱パイプ６４と防露パイプ６６と
の間に設けられた第二切替弁６５が、高温側冷媒流路を分岐し、減圧装置７２で減圧され
る前の高温の冷媒を防露パイプ６６と除霜パイプ８６に切り替えて供給する。
【００２７】
　除霜パイプ８６は、冷凍冷却器５４の外表面を構成する多数のフィンの縁部に接触させ
て設けられ、除霜パイプ８６を流れる高温の冷媒の熱によって冷凍冷却器５４のフィンが
加熱される。図３に示すように、除霜パイプ８６は、第二切替弁６５の出口と接続される
入口部８６ａから冷凍冷却器５４の下面５４ａへ延び、冷蔵庫幅方向に相当する左右方向
に蛇行しながら冷凍冷却器５４の下面５４ａに沿って設けられ、その後、冷凍冷却器５４
の背面５４ｂ及び前面５４ｃに沿って左右方向に蛇行しながら冷凍冷却器５４の下側から
上側へ設けられている。除霜パイプ８６の出口側８６ｃは、第二冷蔵減圧装置８８を介し
て冷蔵冷却器５２の上流側に接続されている。この例では、除霜パイプ８６は、冷凍冷却
器５４の下面５４ａから離れ水受部４１に近づくように下方へ膨らんだ突出部８６ｂが形
成されている。
【００２８】
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　また、断熱箱体２の外側、例えば、断熱箱体２の天井壁の上面後部には、冷蔵庫１を制
御するマイコン等を実装した制御基板からなる制御部４６が設けられている。この制御部
４６には、図４に示すように、冷蔵温度センサ２４、冷凍温度センサ２６、冷蔵ファン５
３、冷凍ファン５５、圧縮機５６、冷却ファン５７、第二切替弁６５、第一切替弁７０、
冷蔵冷却器温度センサ９０及び冷凍冷却器温度センサ９２等の断熱箱体２の内側又は外側
に設けられた電気部品が電気接続されており、各種センサから入力される信号と予めメモ
リに記憶された制御プログラムに基づいて、冷蔵ファン５３、冷凍ファン５５、圧縮機５
６、冷却ファン５７、第二切替弁６５及び第一切替弁７０の動作を制御して冷蔵庫１の動
作全般を制御する。
【００２９】
　具体的には、制御部４６は、冷蔵温度センサ２４及び冷凍温度センサ２６によって検出
された庫内温度に基づいて、冷蔵温度帯の貯蔵室１０、１２を冷却する冷蔵運転と、冷凍
温度帯の貯蔵室１４，１６を冷却する冷凍運転とを切り替えて実行するとともに、所定の
除霜開始条件を満たすと、冷凍冷却器５４を加熱して冷凍冷却器５４に付着した霜を融解
する除霜運転を実行する。なお、除霜開始条件の内容は限定されない。例えば、冷凍温度
帯の貯蔵室が所定の温度以下になった時や、前回の除霜の完了時から一定時間経過した時
や、冷凍運転の積算時間が一定時間に達した時に、制御部４６は除霜開始条件を満たされ
たと判断することができる。
【００３０】
　冷蔵運転を実行する場合、制御部４６は、圧縮機５６を所定の周波数で動作させつつ、
第二切替弁６５を切り替えて放熱パイプ６４から流れ込んだ冷媒を防露パイプ６６へ供給
するとともに、第一切替弁７０を切り替えて第一冷蔵減圧装置７２を介して冷蔵冷却器５
２に冷媒を供給する。また、制御部４６は、冷蔵ファン５３を回転させる。
【００３１】
　これらの制御の結果、冷蔵冷却器５２は流れ込んだ冷媒が気化することで周囲の空気を
冷却して冷蔵冷却器室３６内で冷気を生成し、その冷気が冷蔵ファン５３の送風作用によ
り冷蔵温度帯の貯蔵室１０，１２内を循環し、これらの貯蔵室が所定の冷蔵温度に冷却さ
れる。
【００３２】
　冷凍運転を実行する場合、制御部４６は、圧縮機５６を所定の周波数で動作させつつ、
第二切替弁６５を切り替えて放熱パイプ６４から流れ込んだ冷媒を防露パイプ６６へ供給
するとともに、第一切替弁７０を切り替えて冷凍減圧装置７８を介して冷凍冷却器５４に
冷媒を供給する。また、制御部４６は、冷凍ファン５５を回転させる。
【００３３】
　これらの制御の結果、冷凍冷却器５４は流れ込んだ冷媒が気化することで周囲の空気を
冷却して冷凍冷却器室４０内で冷気を生成する。そして、生成された冷気が冷凍ファン５
５の送風作用により冷凍温度帯の貯蔵室１４，１６内を循環し、これらの貯蔵室が所定の
冷蔵温度に冷却される。冷凍温度帯の貯蔵室１４，１６内を循環した冷気は、冷凍室１６
の背面に設けられた吸込口１８から冷凍冷却器室４０に戻り、冷凍冷却器５４の下方から
上方へ冷凍冷却器５４が備える多数のフィンの間を通って流れる。その際に冷気は再び冷
凍冷却器５４により冷却され、その後、再び冷凍温度帯の貯蔵室１４，１６へ送風される
。
【００３４】
　除霜運転を実行する場合、制御部４６は、圧縮機５６を所定の周波数で動作させつつ、
第二切替弁６５を切り替えて放熱パイプ６４から流れ込んだ冷媒を除霜パイプ８６へ供給
する。この制御により、圧縮機５６で圧縮された後であって減圧装置で減圧される前の高
温の冷媒が、冷凍冷却器５４に接触させて設けられた除霜パイプ８６を流れ、冷凍冷却器
５４に付着した霜と熱交換することで、霜の融解と冷媒の冷却が行われる。
【００３５】
　その際、第二切替弁６５から除霜パイプ８６へ流れ込んだ冷媒は、冷凍冷却器５４の下
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面５４ａと熱交換してこれを加熱した後、冷凍冷却器５４の背面５４ｂ及び前面５４ｃを
下側から上側へ加熱する。
【００３６】
　本実施形態では、制御部４６は、除霜運転中に冷蔵ファン５３を回転させて冷蔵温度帯
の貯蔵室１０，１２を冷却する冷蔵運転を実行する。つまり、除霜運転では、除霜パイプ
８６を流れた冷媒が、第二冷蔵減圧装置８８に流れ込み減圧された後に冷蔵冷却器５２に
流れ込む。これにより、冷蔵冷却器５２は流れ込んだ冷媒が気化することで周囲の空気を
冷却して冷蔵冷却器室３６内で冷気を生成し、その冷気が冷蔵ファン５３の送風作用によ
り冷蔵温度帯の貯蔵室１０，１２内を循環し、これらの貯蔵室が所定の冷蔵温度に冷却さ
れる。
【００３７】
　そして、所定の除霜終了条件が満たされると制御部４６は、上記した除霜運転を終了す
る。除霜終了条件としては、例えば、冷凍冷却器５４に設けられた冷凍冷却器温度センサ
９２の検出温度が所定温度Ｔｅ（例えば、１０℃以上）に達した時や、あるいは、冷蔵温
度センサ２４の検出温度が所定温度（例えば、０℃以下）に達した時に、制御部４６は、
除霜終了条件が満たされたと判断することができる。
【００３８】
　また、除霜運転の運転時間が所定時間経過しても冷凍冷却器温度センサ９２の検出温度
が所定温度Ｔｅに達していない場合、制御部４６は、これまでの除霜運転よりも圧縮機５
６の運転周波数を大きくして更に除霜運転を行う。その際、圧縮機５６の運転周波数を大
きくするとともに、制御部４６は、冷蔵ファン５３の回転数も大きくすることが好ましい
。
【００３９】
　一例を挙げると、除霜運転開始時の圧縮機５６の運転周波数が２０Ｈｚ、冷蔵ファン５
３の回転数が１７００ｒｐｍとすると、所定時間経過後に制御部４６は圧縮機５６の運転
周波数を５０Ｈｚ、冷蔵ファン５３の回転数を２０００ｒｐｍに上げることができる。
【００４０】
　このように、圧縮機５６の運転周波数を上げることで、圧縮機５６から吐出される冷媒
の温度が上昇するとともに除霜パイプ８６に流れ込む冷媒の温度が上昇するため、冷凍冷
却器５４の除霜を促進することができる。
【００４１】
　上記のように圧縮機５６の運転周波数を上げると圧縮機５６から単位時間当たりに吐出
される冷媒量が増加し、除霜パイプ８６及び第二冷蔵減圧装置８８を通って冷蔵冷却器５
２に流れ込む冷媒量も増加するが、冷蔵ファン５３の回転数を上げることで冷蔵冷却器５
２での冷媒の気化を促進し、液体の冷媒が冷蔵冷却器５２から流出し圧縮機５６に戻るの
を抑えることができる。
【００４２】
　なお、制御部４６は、除霜運転において除霜パイプ８６を流れる冷媒流量を、冷蔵運転
において冷蔵冷却器５２を流れる冷媒流量と同等又はそれより少ない流量とすることが好
ましい。このように冷媒流量を冷蔵運転及び除霜運転において冷媒流量を調整する方法は
特に限定されないが、ここでは４つの方法を例として挙げる。
【００４３】
　１つ目の方法は、冷媒の流れの冷蔵冷却器５２より上流側に設けられた可変バルブの開
度を小さくする方法である。具体的には、制御部４６は、除霜運転中は、冷蔵運転中より
も可変バルブの開度を小さくする。第一切替弁７０がこのような可変バルブとして機能し
ても良い。第一切替弁７０から冷蔵冷却器５２までの間に第一切替弁７０とは別の可変バ
ルブが設けられ、当該別の可変バルブが冷蔵冷却器５２へ流れる冷媒の量を変化させても
良い。
【００４４】
　２つ目の方法は、第一切替弁７０及び第二切替弁６５が入口側と出口側を遮断した状態
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で圧縮機５６を動作させて冷凍冷却器５４及び冷蔵冷却器５２から冷媒を抜くいわゆるポ
ンプダウンを除霜運転及び冷蔵運転の直前に実行し、除霜運転の直前に実行するポンプダ
ウンの実行時間を、冷蔵運転の直前に実行するポンプダウン運転の実行時間より短くする
方法である。
【００４５】
　３つ目の方法は、除霜運転中に制御部４６が圧縮機５６の回転数を低下させる方法であ
る。この場合、例えば、除霜運転における圧縮機５６の回転数は、冷蔵運転における冷蔵
冷却中の回転数の半分とすることができる。
【００４６】
　４つ目の方法は、除霜パイプ８６と冷蔵冷却器５２との間に設けられた第二冷蔵減圧装
置８８に使用するキャピラリーチューブの内径を、第一切替弁７０と冷蔵冷却器５２との
間に設けられた第一冷蔵減圧装置７２に使用するキャピラリーチューブの内径より小さく
する。
【００４７】
　以上のような本実施形態の冷蔵庫１では、圧縮機５６で圧縮された後であって減圧装置
で減圧される前の高温の冷媒が流れる除霜パイプ８６を冷凍冷却器５４に接触させて設け
ているため、除霜パイプ８６を流れる冷媒の熱によって冷凍冷却器５４の除霜を行うこと
ができる。
【００４８】
　また、冷却器の上部に付着した霜が融解して発生した除霜水は、下方の水受部４１へ落
下する際に冷却器の下部で冷却され再び凍結しやすいため、冷却器の上部に比べて下部の
着霜量が多いが、本実施形態では、冷媒が冷凍冷却器５４の下部から上部へ向かって流れ
るように除霜パイプ８６が設けられている。そのため、着霜量の多い冷凍冷却器５４の下
部を冷却器で冷却される前に高温の冷媒と熱交換させることができ、効率的に冷凍冷却器
５４に付着した霜を融解することができる。
【００４９】
　しかも、本実施形態では、冷凍冷却器室４０の冷気が冷凍冷却器５４の下方から上方へ
流れており、冷凍温度帯の貯蔵室１４，１６を循環し冷凍冷却器室４０に戻った冷気は、
まず最初に冷媒流れ方向の上流側に位置する冷凍冷却器５４の下部と接触して熱交換する
ため、冷凍冷却器５４の冷気流れ方向の下流側に比べて冷気流れ方向の上流側の着霜量が
多くなるが、除霜パイプ８６の冷媒流れ方向の上流側が、着霜量の多い冷凍冷却器５４の
冷気流方向の上流側に設けられており、効率的に冷凍冷却器５４に付着した霜を融解する
ことができる。
【００５０】
　また、本実施形態では、除霜パイプ８６の下流側が第二冷蔵減圧装置８８を介して冷蔵
冷却器５２の上流側に接続されており、除霜パイプ８６を流れた冷媒が冷蔵冷却器５２に
流れ込み冷蔵冷却器５２において気化するため、液体の冷媒が圧縮機５６に戻るのを抑え
ることができるとともに、そのときに発生する気化熱を冷蔵温度帯の貯蔵室１４，１６の
冷却に利用することができ、圧縮機５６の駆動により得たエネルギーを無駄なく利用し、
省エネルギー性能を向上させることができる。
【００５１】
　また、本実施形態では、除霜運転において除霜パイプ８６を流れる冷媒流量を、冷蔵運
転において冷蔵冷却器５２を流れる冷媒流量以下に設定しており、冷蔵運転時より多い冷
媒が流れることが無いため、冷蔵冷却器５２に流れ込んだ液体の冷媒が冷蔵冷却器５２で
蒸発しきれずに圧縮機５６に流れ込むことを防ぐことができ、圧縮機５６が壊れることを
防ぐことができる。
【００５２】
　また、本実施形態では、冷媒を除霜パイプ８６に切り替えて流す第二切替弁６５が、冷
媒の熱を外部へ放熱する放熱パイプ６４と防露パイプ６６との間に設けられているため、
凝縮途中の比較的高温の冷媒を除霜パイプ８６へ供給することができ、除霜パイプ８６の
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除霜性能を向上させることができる。
【００５３】
　また、本実施形態では、除霜パイプ８６が、冷凍冷却器５４の下面５４ａから離れ水受
部４１に近づくように下方へ膨らんだ突出部８６ｂを備えるため、防露パイプ８６を流れ
る高温の冷媒の熱によって水受部４１も加熱することができ、水受部４１に溜まった除霜
水の凍結を防止することができる。
【００５４】
　次に、上記実施形態の変更例について説明する。
【００５５】
（変更例１）
　変更例１として、冷媒を除霜パイプ８６に切り替えて流す切替弁を防露パイプ６６の下
流側に設ける例が挙げられる。そのような変更例の１つを図５に示す。図５の冷凍サイク
ル１５０の構造は、図２の実施形態の冷凍サイクル１５０の構造と、基本的には同じであ
る。ただし、本変更例の冷凍サイクル１５０では、切替弁１７０が四方弁からなり、第一
の出口に第一冷蔵減圧装置７２、冷蔵冷却器５２、冷蔵アキュムレータ７４および冷蔵サ
クションパイプ７６が順に接続され、第二の出口に冷凍減圧装置７８、冷凍冷却器５４、
冷凍アキュムレータ８０、冷凍サクションパイプ８２および逆止弁８４が順に接続され、
第３の出口に除霜パイプ８６及び第二冷蔵減圧装置８８が順に接続されている。
【００５６】
　これにより、切替弁１７０は、防露パイプ６６及びドライヤ６８を通って流れ込んだ冷
媒を、第一冷蔵減圧装置７２を介して冷蔵冷却器５２と、冷凍減圧装置７８を介して冷凍
冷却器５４と、除霜パイプ８６及び第二冷蔵減圧装置８８を介して冷蔵冷却器５２に切り
替えて供給する。
【００５７】
　この変更例の場合も、上記実施形態と同様、着霜しやすい位置に除霜パイプ８６の上流
側部分が配置され、効率的に冷凍冷却器５４に付着した霜を融解することができる。
【００５８】
　また、図示しないが、冷媒を除霜パイプ８６に切り替えて流す切替弁を、放熱パイプ６
４の途中経路に設けたり、防露パイプ６６の途中経路に設けてもよい。例えば、外箱４と
接触するように断熱箱体２の断熱空間内に設ける放熱パイプ６４を凝縮器５８側から断熱
箱体２の左右一方の側壁、天井壁、背面壁、左右他方の側壁の順序に設け、背面壁の放熱
パイプ６４と左右他方の側壁の放熱パイプ６４との間に冷媒を除霜パイプ８６に切り替え
て流す切替弁を設けてもよい。このように断熱箱体２の断熱空間内に張り巡らすように設
けられた放熱パイプ６４の途中経路に、高温の液体冷媒を除霜パイプ８６へ分流する切替
弁を設けてことで、切替弁や切替弁に接続される配管の配設が容易となり組み立て作業性
が向上する。
【００５９】
　なお、図５において、図２の冷凍サイクル１５０に用いられているものと同じ機器等に
は、図２における符号と同じ符号が付されている。
【００６０】
（変更例２）
　上記実施形態では、冷凍サイクル５０が、異なる温度に冷却される複数の冷却器５２，
５４を備える場合について説明したが、本変更例では、図６に例示するように、冷凍サイ
クル２５０が冷却器２５４を１つ備え、当該冷却器２５４で冷蔵温度帯の貯蔵室と冷凍温
度帯の貯蔵室とを冷却する。本変更例の冷凍サイクル２５０は、防露パイプ６６の下流側
が三方弁からなる切替弁２６５の入口側と接続され、切替弁２６５の一方の出口側に減圧
装置２７８を介して冷却器２５４が接続され、他方の出口側に除霜パイプ２８６が接続さ
れている。この除霜パイプ２８６は、高温の液体冷媒が冷却器２５４の下部から上部へ向
かって流れるように冷却器２５４に接触させて設けられている。
【００６１】
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（他の実施形態）
　上記した実施形態は例として提示したものであり、発明の範囲を限定することは意図し
ていない。これらの実施形態は、その他の様々な形態で実施されることが可能であり、発
明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を行うことができる。これら
の実施形態は、発明の範囲や要旨に含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明
とその均等の範囲に含まれるものである。
【符号の説明】
【００６２】
１…冷蔵庫、２…断熱箱体、２４…冷蔵温度センサ、２６…冷凍温度センサ、３６…冷蔵
冷却器室、３７…水受部、４０…冷凍冷却器室、４１…水受部、４６…制御部、５０…冷
凍サイクル、５２…冷蔵冷却器、５３…冷蔵ファン、５４…冷凍冷却器、５５…冷凍ファ
ン、５６…圧縮機、５７…冷却ファン、５８…凝縮器、６０…蒸発パイプ、６４…放熱パ
イプ、６５…第二切替弁、６６…防露パイプ、６８…ドライヤ、７０…第一切替弁、７２
…第一冷蔵減圧装置、７４…冷蔵アキュムレータ、７６…冷蔵サクションパイプ、７８…
冷凍減圧装置、８０…冷凍アキュムレータ、８０…第一冷蔵減圧装置、８２…冷凍サクシ
ョンパイプ、８４…逆止弁、８６…除霜パイプ、８６ａ…入口部、８６ｂ…突出部、８６
ｃ…出口側、８８…第二冷蔵減圧装置、９０…冷却器温度センサ、９０…冷蔵冷却器温度
センサ、９２…冷凍冷却器温度センサ、１５０…冷凍サイクル、１７０…切替弁、２５０
…冷凍サイクル、２５４…冷却器、２６５…切替弁、２７８…減圧装置、２８６…除霜パ
イプ

【図１】 【図２】

【図３】
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